
～過去に学び、より良い環境を未来へ引き継ごう～

堺市のごみ処理の歴史
か　こか　こ かんきょうかんきょう つつ

環境事業部
現歴 2-22

縄文時代
江戸時代
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1960年

共同のごみ捨て場（貝塚）ができる
リサイクル社会の形成

「汚物掃除法」制定  ⇒清掃行政の形ができる
週1回ごみ収集の開始
「清掃法」制定
⇒計画的なごみの収集・処分が義務付けられる【写真1】
堺市初の清掃工場完成  ⇒ごみの焼却処理の開始【写真2】

▲【写真2】堺市初の清掃工場▲【写真1】低地などへの埋立て ▲ごみの搬入 ▲人力で燃えがらの排出

（明治33年）

（昭和24年）

（昭和29年）

（昭和35年）
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食生活から出るごみを
1か所に埋めていたことが
ごみ処理のはじまり
なんだって！

1】

江戸時代の人は、
物を使いきる
達人だったんだね

う

ごみと資源の量の移り変わりごみと資源の量の移り変わりごみと資源の量の移り変わり
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総排出量

南工場が稼働 臨海工場が稼働
東工場（第一工場）が稼働

第一清掃工場が稼働（1996年停止）

粗大ごみ収集開始

缶・びん収集開始

ペットボトル
プラスチック製容器包装
小型金属収集開始

粗大ごみ有料化

東工場（第二工場）が稼働

使用済小型家電の回収開始

南工場が休止

2001年度
過去最高の排出量

水銀使用廃製品の回収開始

直接埋め立てるごみ 清掃工場で燃やすごみ リサイクルする資源
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最近の排出量は
横ばいの状態が
続いているね 
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